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中国古代青銅器の鋳造技法
さんぶ ん い ｣
そ の 二 , 金文の 埋け込 み型 の製作に関する調査報告及び考察
三船温尚 ･ 清水克朗
(平成5年11月 1日受理)
要 旨
せん おく はく こ かん
我々 は, 昨年に続き, 黒川古文化研究所 (西宮市), 白鶴美術館 ( 神戸市) 及び泉星博古館 (戻
都市) に お い て , 収蔵する中国古代青銅器13点を調査した ｡ 調査内容 は前回に関連 して , 金文の埋
け込み型の製作に関する7点と, 型持ち (ス ペ - サ ー ) 及び圏台にある四角形あるい は亜字形の孔
に 関する10点であ っ た ｡ ( 両方の調査内容をあわせ持 つ ものもある｡)
本稿は, 前者の金文の埋け込み型の製作に関する調査報告と, いまだ に解明されて いな い金文鋳
造の詳細を考察するもの である ｡
キ ー ワ ー ド
Ii け め あい じるし
陽方格線, 刷毛目跡, 合 印 凸線, 埋け込み型曲面,
1 緒言
昨年の調査は, 白鶴美術館収蔵古銅器15点,
泉屋博古館収蔵古銅器51点の合計66点に施さ
れた91箇所の 金文を対象とした ｡ そして , 薄
い 布手袋で金文面を撫で , その 凹凸を触覚で
判読 し, 肉眼 で諸現象を観察するとい う方法
で この研究を開始した ｡ 調査したもの の中に
たがねぽ
は, 後世の整彫りに よ るもの (金文の 文字の
凹線の 断面が, 他の はとん どの 形状と異なり
Ⅴ字形の溝で , 一 打ず つ 彫 っ た痕跡が認め ら
れた), 器形の型式年代と金文の 内容が異な
り, 金文あるい は銅器自体の 信患性が低い も
の , 金文を鋳かけに より鋳出した もの な どが
含まれ, これ らを除い た61点85箇所の金文調
査の 結果 り 概要は以下の 通り であ っ た ｡
(J[) 金文が施さ れた場所の 多くは器内底など
の 奥深く で, 整などの 工具で鋳造後彫 る こ
とは物理的に不可能で あり, 本来の金文製
離型剤, 脂肪物質,
作 は鋳出しに よ るもの で あ る2)｡ ( 希硝酸
の金属腐食によ る方法3)も考え られ るが ,
文字の 奥面が全て同じ形状で はない こ とか
らこの 可能性は無い ｡)
(ロ) 錆 ･ 土の付着が無く指で形状が判読 で き
るもの の , 63%が凸, 22%が凹, 4%が 一
部凸 一 部凹の矩形を器内面に持ち, そ の矩
形内に金文が施されて い る ｡ また10% は金
文周辺に段差を持たな い もの で あ っ た ｡
90%の ものがなん らか の段差 を持 っ て い る
ことから, 現在我国の伝統的鋳金技法に も用
い られて い る埋け込み法に類似した技法に よ
る鋳出しで ある と断定で きる｡ こ の 埋け込み
法は, 鋳型(D主型に 別に作 っ た小さ な パ ー ツ
型 (埋け込み型) を埋め込み , 粘土水, 鋳型
砂で 隙間無く接着させ る方法で現在で は, 究
鐘 の鮎嵐 乳 , 銘, 絵図や , 鉄瓶の 口, 茶の
湯釜の違待暮の 部分が この 方法 で作られて い
る ｡ これ ら は, 外鋳型に埋 け込まれるもの ば
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かりで あるが, 中子に埋け込まれる究鐘の 鋳
造者銘などの 例もある4)｡ 中国古代青銅器 の
器内に施された金文は, 完成した中子の 一 部
に 穴を掘り, そ こに 別に作 っ た金文の パ ー ツ
型 を埋 け込む方法で鋳造されて い るが, こ の
時どうして も中子面からはん の わずかに, と
び出したり落ちくぼん たりした状態で埋け込
まれて しま い , その 鋳造結果が前回の 我々 の
調査で明らか とな っ た ｡
そ して次に , 前回か らの 継続課題として ,
こ の パ ー ツ型 (金文の反転凸形を持 っ た埋け
込み型) の製作方法に関する諸問題がある ｡
埋け込み法で ある事に は比較的容易に たどり
着い た感があるが , 前回の調査 で判明 した以
下の件に 関して , これらを満足させ る解答は
見 つ け出せなか っ た ｡
(-() 文字の溝は奥広がり, すなわち抜け勾配
とは逆の 勾配に な っ て い るもの が多い ｡
(ロ) 文字の 溝嫁が もり上が っ たもの が あり,
その 形状は均 一 で はない ｡ 研磨されて い な
ふ ちかえ
い面上に の み見る こ とが で きるこ の縁返り
も, 一 つ の 文字の 申で激 しい所, わずか な
所, 全く無 い所 な ど様々 である ｡
←う 文字の 深さが同 一 で はなく, 意図的な形
状を持 っ て深くな っ て い る部分がある ｡
⇔ 文字の溝の底面に指紋の よ うな形状や削
り跡を示す低い もり上が りの 形状がある｡
㈹ 文字の溝奥の角 は丸や直角な ど, 青銅器
に よ っ て異なるが , それぞれの金文で は全
文字を通じて統 一 的な溝奥角の形状に な っ
て い る｡
(づ 器内の金文は単調 な凹曲面上 に施された
もの ばかりで はなく, 複雑な曲面上に も同
様に 施された もの もある｡
我々 は, これらの中国古代青銅器に標され
た鋳造結果か ら, 古代中国の甲骨文に次ぎ古
い とい われる金文の埋け込み型 を, どの よう
な材料をどの ような工具で どの ように加工 し,
製作したの か を探ろうと して い る ｡ 中国の青
銅器 は, 商 ( 般)の末期か ら周に かけて最盛
期をむかえ るが, こ の青銅器鋳造技術が外来
異民族に よ っ て中国に持ち込まれたもの か,
中国に起源を持っ もの かば現在の と ころ全く
解明されて い ない 5)｡
いんきょ
今の河南省安陽市の近郊に あた る ｢般嘘｣
より, 文字が書かれたり刻さ れたり して い る
甲骨, 青銅器, 玉 , 石, 象牙な どが考古学者
に よる組織的な大規模な発掘に よ り発見 さ
れ6), 更 に , 同じ般嘘か ら紀元前1384年か ら
紀元前112年頃の もの と思われる白陶器の 破
片が出土 し, それに は筆を使 っ た ｢杷｣ とい
う文字が書かれ て い た 7) ｡ また商 ( 般) 文化
の前段階とさ れる彩陶文化に おい て も, その
彩紋土器の 紋様付けに毛筆 ( 先端を切りそ ろ
え な い で , 自然の まま の動物の毛 で作 っ た筆)
が用 い られて おり
8)
, 葦で文字を書く中国 の
歴史は思い の はか古い ｡ 甲骨文は主に 牛の 肩
肘骨や大きな亀の 腹甲が用 い られ, あらか じ
め墨また は朱で下書きをし, その 上を鋭利な
刃物で刻したと想像され, 刻す る前の 肉筆で
書い たままの墨書獣骨9)も発見されて い る｡
青銅器 に施された金文も, こ の ような下書き
が どの 工程か で 行われ た可能性が 高く , 商
(般) 代末期の金文と甲骨文 の 下書きは , 非
常に似通 っ た筆跡で なさ れて い たと想像で き
る ｡ しか しなが ら現在我々 が目 にする金文と
甲骨文の書風 (書体)は, 曲線的な金文に対
して , 直線的な甲骨文とい う正反対をな して
おり, これらはそれぞれ の 製作 に用い た材料
の加工特質に起因す るもの と考えられる｡ い
かな る材料をいかに使えば, あの 金文独特の
丸 っ こい軟らか い文字が鋳出せ るの か, これ
が今回の調査の 主た る目的で あ っ た ｡ 前回は
実質三 日間で91箇所もの金文を調査 し, その
段差矩形ばか りを中心 に観察した ため細部の
重要な詳細を見落した点が多く , その反省に
立 っ て厳選 した少数の 青銅器を今回調査した｡
｢金文｣ が解決した訳 で は な い が, こ れと並
中国古代青銅器の鋳造技法
行して型持ち (ス ペ - サ ー ) に関して も - 那
調査 した ｡ こ れに つ い て は次回以降の稿に改
め る ｡
2
. 調査内容
調査は以下の とおりおこな っ た ｡
2 - 1 調査日および調査場所
(1) 平成5年6月18 日 黒川古文化研究所
(2) 〝 8月12日 白鶴美術館
(3) 〝 8月13 日 泉屋博古館
2 - 2 調査対象とした青銅器
前回の 調査 で , 金文面が完全に研磨された
もの と, 鋳造 された直後の状態の いわゆ る鋳
肌 のままの 2種類が確認された10)｡ 青銅器 の
器内, ある い は蓋内は, 手が入る限りに おい
て は ほとん どが研磨されて おり , その面上に
ある金文面も同様に研磨されて い る ｡ 逆 に青
銅器 で研磨されて い な い部分は, 圏台(圏足)
の 内壁 ( 器底の 裏面も含む) が圧倒的に多く,
我々 の調査した青銅器に 限 っ て 言えば, 脚な
どを持たない もの で圏台に相当する部分を持 っ
た もの は, 全 て の内壁面が鋳肌のままで あ っ
た ｡ したが っ て , 我々 はこ の 内壁に 金文を持
つ 尊, 郷 の研磨されて い ない 鋳肌面の再調査
に より, 埋け込み型製作の重要な手掛りが発
見で きるの で はない かと考えた ｡ また器身内
に もかかわらず鋳肌の 残る金文面を持っ もの
が ある ｡ いわゆる陽方格線が残 る長文の 金文
で ある ｡ 長文であれば埋け込み型 もか なりの
大きさ に なり , 様々 な点か ら陽方格線を持っ
青銅器の調査 は重要な手掛りが得られると期
待した ｡ 更 に 前回の調査 で, 研磨面で はある
が文字溝奥の 面に特別な形状の 痕跡が認め ら
れたもの や複雑な曲面に金文が施されたもの
も調査対象とした ｡
2 - 3 調査方法
これらの青銅器を展示 ケ ー ス 外に 出し, 薄
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手の 白手袋の うえから金文面の状況を判読し,
撮影用の 強力な照明を様々 な方向か ら当て ,
肉眼で確認 で きる詳細を観察した ｡
3 . 調査結果
3 1 1
L
Jit
5
董敷こつ いて
(1) 収蔵 黒川古文化研究所 (写真1)
(2) 寸法 通高45.7c m 口径41.5cm
(3) 重量 28.2kg
(4) 年代 西周後期
(5) 金文 8行71字11)(写真2)
(6) 陽方格線, 埋 け込み型の測定寸法
詳細は図1の 通りで ある｡(寸法はビ ニ ー
ル製の 帯状メ ジャ ー を器面に沿わせ て計測
した為, 多少の 誤差 はある｡)
(7) 陽方棒線の 特徴
この 凸線は, 幅, 高さな ど 一 定で はなく
幅の 大きい と ころ で 約0.8%, 高い と ころ
で約0.5%程度で あ る ｡ 部分的に 線が細 く
なる箇所があるが, 細くなるに 従 っ て 必ず
線が低くなる特徴を持 っ て い る ｡ そ して ,
線が細くなる箇所は, 縦線の 横線に 交わる
前後と, 横線が終わる左右の 端に 多く見 ら
れ, その まま消え る場合もある ｡
この 凸線は定規をあて て 一 気に引い た よ
うな シ ャ - ･ 7
o
な部分と, 定規をあて て引い
たが力が入り過 ぎたか何か で , 不幸に も余
分なもの が付着して しま っ たかに 見え る乱
れた部分がある ｡ こ の 凸線を直角に切断し
た時の断面形は, 頂上が少し丸味をお びた
鈍角な三角形の ように 見えるが , 三角形が
どん どん高くなればそれに比例して裾野が
広がるというような比例形で はない ｡ ある
高さま で は比例して底辺も長くなるが , そ
れ以上 は裾野は広が らない ｡ またある部分
で は研磨の ためか頂上が平らに なり台形の
ように な っ て い るが, こうい っ た現象は,
い わゆる裾野の 広が っ て い ない高い線に 多
く, 台形 の上辺と下辺の長さ に あまり差 の
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図1 ｢小克鼎｣ の陽方格線, 埋け込み型 の寸法およ び特徴
① 陽方格線は, 右下部, 左下部, 左上部で 一 部消失して い る ｡ 特に 右下部 は 2 マ ス の
縦横線が激 しく消え, これらは埋け込み型と陽方格線が重な る下部両角 に 発生 して い
る ことか ら､ 埋け込み時の作業で方格線が破壊されたもの と思われる ｡
② 器内面と埋 け込み面の 段差 は, ④の辺 で は認め られない ｡ ⑧の 辺 で は上部 で 器内面
よりわずか に埋け込み面が 凸｡ ⑥の 辺で は中央部で特に強く (約0.7%)凹 ｡ ⑳の 辺 で
は全体に (約0.3% )凹 ｡
③ 鋳バ リ は埋 け込み型上辺と横 へ つ なが る バ リが激 しく大き い ｡ 底辺 の バ リが最 も弱
く, ごくわずか で ある｡
中国苗代青銅器の鋳造技法
ない形にな っ て い る ｡ こ の断面形で言えば,
余分な もの の付着は頂上に はあまり見られ
ず, 麓に最 も激 しく見 られる｡ 更 に, 細く
低い線 へ の付着は少
なく, 太く高い線の
多くが この付着に よ
り乱れて い る｡
また, 列車の レ ー
ル が突然何の 前触れ
もなく目の前か ら消
えたような, ミ ス テ
リ ア ス な途切れ方を
した線が ある｡ 3 -
4%, ある い は5 -
6%の長 さの 途切れ
を経て再び線が現れ
る場合や , 横線が終
わる端付近 で突然崩
れた様に消え, その
まま現れない 場合な
ど, 多くの例はな い
が こうい っ た ケ ー ス
がまれに ある (写真
3)｡
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線ははぼ真上方向に むか っ て突き出てい る｡
(8) 文字縁の返り
縦9, 横8の 合計72個の マ ス 目を図2の
図2 マ ス 目の整理番号Na1 - NQ.72の配置
方格の 横線は最下
段の 一 本を除い て お
おむね水平に引かれて い る ｡ 縦線9本はお
おむね どの位置で も隣線との 間隔が同じに
な るように平行に引か れて い る｡ すなわち,
我々 が よく目にす る地球儀の南極と北極を
結ぶ経線の ように , 赤道上 で隣線との 間隔
がも っ とも大きく, 極に近づく程小さくな
る様な縦線の引き方はなされて い ない ｡ ま
た , 縦横い ずれの線も器内面に対して直角
の 方向に とび出して い る｡ すなわち, はん
の 少しすぼま っ た口縁近くの 内面に ある最
上段の横線は, わずかに 水平よりも下を向
き, 上から7段目の 横線あたりから急激に
側面から底面へ と移行するに つ れ横線は徐々
に上方向を向きは じめ, 最下段10段目の横
様に 1 - 72の番号で整理 した ｡ 詳細は図3
の通り であるが, こ の整理番号に よりどの
位置に ある文字かを示 した ｡ 二 つ の番号の
もの は, その 二 つ の マ ス 目に わた っ て, 三
つ の もの は三 つ の マ ス 目に わた っ て施され
て い る事を表して い る ｡ (写真4)
図3 で示さなか っ たそ の他の 文字に ,･ 縁
返りなどの特徴はなか っ た ｡
(9) 文字溝の形状
マ ス 目整理番号の22と23に ある 一 字だ け
文字幅が特別に広く約1.8% 程度で , そ の
他の文字は約0.6 - 1% 程度である ｡ 溝の 深
さ は0.7 - 0.8% 程度で あるが こ れら は全て
目測 で ある｡ 文字奥の角は比較的どれも直
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図3 ｢小克鼎｣ 金文の 文字縁返り等の略図
No22, 23の文字は他よりも太く, 文字縁返りも特に強い ｡ No.20に 縁返り は無 い
が ､ 一 部強くとび出した部分があり､ 珍 しい例である ｡ Nα64は陥没部が あり そ の
奥に穴が ある｡ 後世, 陥没させ た可能性が高い が, こ の 小克鼎の鋳造時の 凝固ガ
ス 放出が完全で なか っ た事を物語 っ て い る ｡ 全体的に は, 文字の縁返り は , ごく
わずか な微妙なもり上りで ある ｡
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角に近く, 丸ま っ た感じはない ｡ 底部に近
い下段の文字は土の ようなもの が溝に入り
込み観察で きない が, その 他は錆の 付着も
なく鋳肌の状態が詳細に観察で きる｡ 全体
に シ ャ ー プな印象を受ける文字で ある ｡
文字溝の奥広がり は, 部分的に見 られる
が, - つ の文字の 中で も奥広がりな所とそ
うで ない と ころがある｡
(10) 文字と陽方格線交差箇所の特徴
文字と陽方格線が交差した り量 っ たりす
る部分が20数箇所ある ｡ 直角, 斜 めに交差
す る箇所, 文字の 横の 一 画が横の陽方格線
ときわ どく重なる箇所, 文字の末端が陽方
格線に接する箇所 , 文字の画 と画 が交差す
る部分がさ らに 陽方路線と交差する箇所な
ど, い ずれを見 て も陽方格線の 存在を無視
したか の ような , 文字の配置方法で , こ れ
らの 交差 によ っ て陽方路線奉るい は文字に
ト ラ ブ ル が発生 したような形跡は全く見あ
たらない ｡
整理番号49と50にある文字は, 横方格線
と文字縦線3本が はぼ直角に 交差するが,
その うちの 左の 1本は図4 が示す通り, 横
方格線が雪庇の ように溝の上 に突き出て い
る (写真5)｡ こうい っ た際立 っ た現象は
他の交差箇所に は見られない が, ごくわず
か なせり出し は数箇所に認め られる｡ これ
らは文字溝の奥広が りの 角度が, そ のまま
横方格線に まで延長 した ため の現象か , 様
方格線が独自にせり出したもの かは実際に
切断し, 断面の形を調査する方法以外, 現
状の まま で の肉眼判断はで きない ｡
図4 No.49とNo.50の マ ス 目に ある文字と凸横線との交差部の 概略図
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(ll) 埋 け込み型内の小パ リと刷毛目跡
詳細は図5の 通りで ある｡ マ ス 目整理番
号28と37に渡 っ て発生した小バ リは, 文字
を4箇所に わた っ て 横切 っ て い るが, それ
ぞれの溝奥に 小バ リ跡がかすかに認 められ
る｡ また47と48の 間に ある様方格線を横切
る小バ リは, こ の横方格線上 に小バ リの痕
跡を鮮明に残す ｡
この鼎の 内面に はかなり荒い刷毛目の跡
( 写真6)が全体に残存する ｡ これは8 - 12
cm程度の長さをワ ン ス ト ロ ー クとし, 側面
部は横方向で , 底部は不規則な円弧で描か
れて い る ｡ と ころが埋 け込み面に は この 荒
い刷毛目 は見あた らな い (写真7)｡ しか
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し目を近づけて強い光を当て て注意深く観
察すると, 細かい刷毛目が発見 できる ｡ こ
の細かい 刷毛目跡の 特徴は, 荒い 刷毛目が
埋け込み面以外の はぼ全面にまん べ んなく
現れてい るの に比 べ , と ころ どころに発見
できる程度に少な い こと, そ して , そ の刷
毛目は突出した陽方格緑も, 凹溝の金文も,
共 に何の 蹄曙も無く跳 び越え連続して い る
(写真8) ことである ｡ すなわち , こ の 埋
け込み面は他とは明 らか に 区別されて , 非
常に細かく奇麗に表面が整え られ, ごく小
さなバ リ, 刷毛目が明らかに 存在する状態
の全く研磨されて い ない撤密な鋳肌そ のま
ま である ｡
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図5 ｢小克鼎｣
の 埋け込み型内の
小バ リと刷毛目跡
共に概略図で お
およそ の位置を表
わ して い る ｡
この 小バ リ と刷
毛目跡は微小で ,
強力な照明 でかろ
うじて発見 で きる
程度である ｡
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3 - 2 襲鳳文由 ( 栄子貞)に つ い て
(1) 収蔵 白鶴美術館
(2) 寸法 通高20.2c皿 口径11.9×8.7cm
(3) 年代 西周
(4) 金文 2行6字
(5) 複雑な凹凸曲面上の金文
この 宙は蓋の上面に鉦 を中心とした屋形
を持ち, そ の輪郭線はⅤ字の 溝とな っ て い
る (写真9)｡ 蓋内面は, そ の 逆 に とび出
した山脈で屋形を作 っ て い るが, こ の複雑
な凹凸曲面上 に あ畠金文も, おおむね どの
位置に おい て も, そ れぞれの 器面からはぼ
直角な方向に彫り込まれて い る (写真10)｡
充分研磨されて い るためか , 段差矩形な ど
は見あたらない ｡
3 - 3 施免誠に つ いて
(1) 収蔵 泉尾博古館
(2) 寸法 通高29.8cm 長さ29.2cm
(3) 重量 4.97kg
(4) 年代 西周早期
(5) 金文 2行8字 (写真11)
(6) 文字奥面の斜線
この 兜銑は, 蓋裏と内底に同銘の金文を
持 っ て い るが, 文字と文字の間隔, 文字の
大きさ, 傾き等が異なり同 一 の汚か ら抜き
取 っ たとい う事は考え られない ｡ 前回の調
査 で発見した文字奥面の斜線は第3 ･ 第4 ･
第6文字目の ｢ 父｣, ｢ 乙｣, ｢尊｣ の文字幅
の 広い箇所の , 蓋裏, 内底の両方に見え る｡
当初, 指の指紋の ように見えた この斜線は,
それよりも直線的で , 何故か, 右から左下
に (あるい は左か ら右上 に)むか っ た線で ,
必ず しも平行 をな して い ない ｡ 鋳出さ れた
こ の斜線はごく微小で , 何に よる痕跡かは
断定 で きない ｡
3 1 4 義投主審につ いて
(1) 収蔵 泉屋博吉館 (写真1 2)
(2) 寸法 高さ34.4c m 口径25.6cm
(3) 重量 6.49kg
(3) 年代 西周早期
(4■) 金文 一 行3文字 (写真13)
(5) 文字縁遠 り, 矩形凸綿, 中心凸線など
これちの 詳細は図6 の通り ｡ や はり圏足
内は鋳肌状態だが, 金文周辺に横方向の 短
く細い シ ャ ー プな凹線が残る ｡ こ れは, 発
掘後の錆落し行為に よるもの と思 える｡ 文
字の 縁返りは全体に強い ｡ 埋け込み矩形線
上に 一 部凸で｢形の形状が残る ｡ また, 前
回の 調査で発見 で きなか っ た, 凸縦線の b,
c
, d の 3本は 一 線上に あり , 矩形外に あ
る a 線の みが , わずか に右に ずれた位置に
ある｡ そ して こ の 4本の線は全て , 太さ,
高さが ほぼ同 一 で , 一 様 に シ ャ ー プ で はな
く, 明らかに ｢ 度に引いた, 一 本に つ なが っ
て い た線で ある ｡ 矩形の はぼ中心に この線
はあり, 埋け込み型 を埋 め込む時の型 の ズ
レを防止す る目的 で意隣的に 印された, い
あい じるし
わゆる合印線の 可能性が高い ｡ こ の 他 に
は, 矩形内外を結ぶ ような線は見あたらな
い ｡
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図6
｢鼎父己尊｣ の 圏足 内金
文略図 凸線a , b,
c
, d の うち a 線だけが
右に わずかにずれて い る｡
埋け込み型矩形を示す鋳
バ リ はどれも上面が平滑
に研磨さ れた状態で残存
する ｡ 文字の 縁近りは全
体に強いが , 図の通り こ
うい っ た返りの無い部分
もある ｡
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3 - 5 鶴箕聾に つ い て
(1) 収蔵 泉屋博古館 (写真14)
(2) 寸法 高さ21.1cm 口径22.4c m
(3) 重量 3.12kg
(4) 年代 西周早期
(5) 金文 1行2字 (写真15)
(6) 文字縁遠 り, 文字奥面の凹凸形, 横刷毛 目
跡など
これらの詳細は図7 の 通りで ある ｡ 鳥形の
図象は噴か ら尾ま でが32%と, 比較的大きな
凹形で あるが, その奥面から更に 一 段凹にな っ
た形は, 鳥の とじた巽を連想させ る｡ この よ
うな例は, 鳥形宙 ( 白鶴美術館収蔵) の蓋裏
金文 ｢大保鋳｣ の ｢大｣ の字の中心部 (一 見
こ の字は人間が両腕を下向きに広 げて立 っ て
い る図象にみえ るが, 人間とみた て た場合胴
に あた る部分) と, 現在の ｢鋳｣ に あたる文
忘#
-
#i
J 左縦辺部は凸
の
図7
｢ 眼文尊｣ の 圏
足内金文略図
全体に繰返りは
強く, はとん ど
の 縁部で認め ら 】
れる ｡ 黒点で示
した箇所に ピ ン
ホ ー ル が点在す
る ｡
字の 中心部に ある ｢Y｣ と ｢-｣ が交わ っ た
部分に も認 め られ, こ れらは鋳造後の加工 に
よ るもの で はなく, 鋳肌の ままを残した, 鋳
出しに よる凹形で , その形に は意図が感じら
ふ ぽ そん
れ偶発的な印象は受けな い ｡ また父戊尊 ( 泉
屋博古館収蔵) の ｢父｣ に あたる文字の 奥面
は, 平面で はなくなだらかな凹曲面にな っ て
おり同様例は多い ｡ こ の鳥形 の尾羽最上部付
け根に残る逆三 カ月形の低い凸形は, 下部が
最も高く上部にかけて低くな っ てい る｡ シ ャ ー
プな印象はなくト ロ ン とした甘い逆三カ月形
である ｡
圏足内面に は荒い横向きの刷毛目跡が全体
に 残り, 金文矩形内に も写真15 の通り, 金文
を跳び越え て連続す る同様の 荒い横刷毛目跡
が ある ｡ 矩形の 右縦辺部に は, 矩形の 内外を
結ぶ , 変則的 な方向の刷毛目跡が数本あるが ,
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これは埋け込み後に こ の部分に塗型とい う細
か い砂と薄い粘土汁の 混合物を, 整型剤とし
て塗 っ た痕跡の ように見える｡ この 矩形内で
やけ ま
鳥形の 下部は, い わゆる ｢焼前え｣12) の ガ ス
吹かれ状態をなして おり,
"
きらい
"
の 鋳肌
とな っ て い る｡議集(pin hole) も鳥の 脚部
を中心 に点在して い る ｡ したが っ て この " き
らわれた
"
部分で は横刷目線の 無い甘い鋳肌
に な っ て い る ｡ ガ ス 吹か れ (blo w) に よ っ
て鋳物表面に丸い 凹み (blo w hole) が 発生
す る場合があるが, こ の 鳥の 翼の位置よりも
下方を中心 に ガ ス 吹かれが起こ っ て い る事,
翼の部分の 表面がそれ程強い
``
きらい
"
の 甘
い 肌に な っ て い な い 事か ら, 翼部の 凹み が
blo w holeに よ るもの とは考え難い ｡
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(7) 特別な変則形の 文字縁遠り
これま で調査 した金文の はとん どが , 文
字の ア ウ トライ ン より ひとまわり大きく,
一 周めくれあが っ た様な (鉄筆の ような先
の 尖 っ た もの で, 可塑性の高い何か に描い
たか, 何かを押しつ けた様な)13) 独特の 文
字の縁の もり上がりを共通 して持 っ て い た
が , こ の 尊の 鳥形の上 に ある図象の 左上角
の 縁返りは, 微小で はあるが唯 - の変則形
で あ っ た ｡ 形状は図8 に示すが, これは埋
け込み型の 文字の 反転凸形の付け根の部分
を先の 鋭い 何か で削 っ た時に で きる凸線の
ように見える ｡
文字繰返りの変則凸線
隣8 ｢眼文尊｣ 縁返
りの 変則形略図
この 変則凸線は文字
反転凸形の付け根部
分をへ ラか何かて消Ilっ
た様は形状だが, 調
査の 中で は唯 一 こ の
箇所にの み認め られ
る変則形で ある ｡
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3 - 6 壷臭血につ いて
(1) 収蔵 泉屋博古館 ( 写真16)
(2) 寸法 高さ31.Ocm 径17.9cm
(3) 重量 1.56kg
(4) 年代 商晩期
(5) 金文 1行2字 (写真17)
(6) 筆跡を示す文字奥面のもり上り線
この 圏足内面に は, 眼文尊の ような横刷
目跡は無く ､ガ ス 吹か れに よ る大きなblo w
hole に 見て 取れ る甘い 凹み が ｢丑｣ と
｢実｣ の 中間石部にある ｡ そ れに ともな っ
て ｢亜｣の わずかな左部を余い た残りの大
半と, ｢ 実｣ の右上部は , か ろう じて そ の
形態が読 みとれる程に甘い鋳肌と, か どの
取れた浅い溝にな っ て い る ｡
｢ 実｣ の文字は ガス 吹か れによ っ て上部
の 判読 はで きない が , 下部は縁返りな ど鮮
明に鋳出て い る ｡ こ の文字は, 人間の胴と
腕と脚の 形状をなして い るが , 胴と脚の 接
合部の詳細を図9 で示 した ｡ これは, い か
に も
"非常に 可塑性の高い何かに描い た様
荏
"
柔 らかい 筆跡を示 した もり上がり で あ
る｡ 筆順 (描き順) は明らかに胴を先に描
き, 後に脚を描い たもの で , 脚部の もり上
図9 ｢缶美郷｣ 圏足内
に ある金文略図
圏足内面に は刷毛目跡
な ど認 め られな い ｡ ガ
ス 吹か れの 影響が及ん
で い な い部分に は文字
縁に もり上りの 返りが
ある｡ 凹文字の 中に あ
る低い もり上りの凸線
は , ｢ 脚｣ を最後に描
い た時に 発生する形状
で ある ｡
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写真1
｢小克鼎(黒川古文化研究所蔵)｣ 器内向正面に
金文が施されて い る｡ 埋け込み型の上辺か ら左右
様に大きな鋳 バ リが発生 して い る ｡
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写真 2
｢小克鼎金文全景_｣ 器内面は上か ら7段目あたり
で , 側面か ら底面 へ 急激に移行 しは じめ る ｡
写真3
｢小克鼎金文｣ 特別に
太い文字 (マ スNo.22｡
23) の下 で横線が 3 -
4% 途切れ て い る ｡
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写真5
｢小克鼎金文｣ 中央の
"
山
"
に似に 文字の 左
の 縦線の上に, 横凸線
が雪庇 の ように突き出
て い る ｡ また, こ の 文
字の右隣り で横線に交
差する線が低くなる現
象がみ られる ｡
写真4
｢小克鼎金文｣ 三 つ の
マ ス (No.56｡ 57｡ 58)
に書かれた文字 (中央)
と二 つ の マ ス (No.48 ｡
49) に書か れ た文字
(右)｡ 上 の横線は左端
で次第に細く低くなり
途中で消えて い る ｡
写真6
｢/ト克鼎｣ 口唇近くの
器内面に残 る荒い 横刷
毛目跡｡
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写真7
｢小克鼎金文｣ 埋 け込
み型左上部に見える大
きな鋳バ リ の外側に は
荒い横刷毛目が痕跡し
て い るが, 内側に は無
い ｡
写真9
｢襲鳳文白 (白鶴美術
館蔵) の 蓋｣ 上面に Ⅴ
字溝で星形を持 っ ｡
写真8
｢小克鼎金文｣ 2行目
第1字の 文字の中心 に
向か っ て , 左隣りの マ
ス か ら円弧を描くよう
に 凸線, 凹文字を跳 び
越え た微小な刷毛目跡
がある ｡
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写真10
｢ 牽鳳文由蓋内面｣ 外
面とは逆に凸の山脈で
屋形を っ くり, この 複
雑な曲面上 に 2行6字
の金文がある ｡
写真1 1
｢旋児角光( 泉屋博古館
蔵) の 金文 (蓋内)｣
写真の右行 の下2字と
左行の上 1字の 文字奥
の面に微小な斜線があ
る ｡
写真12｢鼎父己尊 ( 泉屋博古館蔵)｣
中国古代青銅器 の 鋳造技法
写真13
｢鼎父己尊金文 (圏足内)｣ 埋け込み
型内外を結ぶ , 合印線と思え る細い縦
の 凸線が中央に ある｡ 文字縁の返り は
全体に 強い ｡
写真15
｢眼文尊金文 (圏足内)｣
上部は荒い桟刷毛目が凹
文字を跳び越えて痕跡し,
下部は注湯時の ガス に よ
り甘い鋳肌にな っ て い る｡
鳥の形をした凹みの中に ,
さ らに 実の形 をした凹み
がある｡
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写真14
｢眼文尊 ( 泉屋博古館蔵)｣ 少し右に傾
い て い る ｡
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写真16
｢亜美髄 (泉屋博古館蔵)｣
写真18
｢父乙姦 (泉屋博古館蔵)の 金文 ( 萱下)｣
1宇目の 奥面に へ ラ で削 っ た様な痕跡がある ｡
写真17 ｢亜美触金文(圏足内)｣ 金文上部(特に右側)はガ ス 吹かれに より甘 い 鋳肌に な っ て い る ｡
中国苗代青銅器 の 鋳造技法
がりの強さと, 胴と脚の交差 によ っ て生 じ
たもり上がりの 弱さは , `
`
可塑性の 高い何
か
"
に 深く描けば強く, 浅く描けば弱く も
り上がりが発生する事を示 して い るように
思える ｡
ふ いつ か
3 - 7 父乙蓋に つ い て
(1) 収蔵 泉屋博古館
(2) 寸法 高さ28.6cm
径18.3cm
(3) 重量 3.12kg
(4) 年代 西周初期
(5) 金文 1行3字 ( 写真18)
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(6) 文字奥面の もり上り線
この 轟は望下と蓋内面に同銘の 3字を持
つ が , 萱下の 第 一 字の 奥面に 図10で示すも
り上り線がある｡ この線も偶発的な, もり
上が りに よる もの で はなく, こ の文字の左
端を先の尖 っ た何か で彫 っ た時に生 じた形
状の ように思え る ｡ 前出の亜美触の 柔らか
い もり上がり線に比 べ れば, 幾分硬質な印
象を受ける ｡ こ の望下部は充分研磨されて
い るた め文字縁は平滑で , こ こに は鋳造直
後の状態を示す痕跡は何も無い ｡ ま た, こ
の他の 2字と蓋内面の 3字の 文字奥面に は
同様の 形状は無い ｡
断面図
図10 ｢父乙姦｣窒下金文第1字の 断面図
この文字の 奥面の 左端に は , 縦に
もり上りがある ｡
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4 考察
我々 は, どの ような材料を用い , どの よう
な工程を辿れば, 今回調査した7点の青銅器
に残存する必然的現象を得られるの か, これ
ま で の鋳造知識と経験ある い は多くの鋳工達
の 足跡を基盤に考察した ｡
そして今回の調査から以下の項目が, 中国
古代青銅器における金文鋳造工程に は不可欠
で あると判明した ｡
(1) 複雑な中子曲面で あ っ ても, おおむね そ
の曲面が埋け込み型に 再萌 できる方法であ
る こ と｡
(2) 文字の繰返りが強弱様々 に現れ, 文字奥
面に も意図的な凹凸形状を鋳出せ る方法で
ある こ と｡
こうばい
(3) 奥広がりの , 逆勾配の 凹文字で鋳出せ る
方法 である こ と｡
(4) 中子表面に描い た大小の刷毛目跡, 合印
線, 陽方格線が最終的に 金文面に鋳出され
る方法で ある こと ｡
(5) 陽方格線と文字が交差 あるい は接触して
も, 特別な障害 ト ラ ブル が起きない方法で
ある こ と｡
こ の調査の 7点の青銅器 は亜美郷の 商晩期
か ら小克鼎の 西周後期に 渡る , およ そ300年
の 間に製作された もの で , こ の間, 技術の進
歩, 材料の変化な ど明らか に時間の経過 とと
もに向上 した で あろうが, その発展の 度合は
それ程大きくはな い ように思える ｡ 金文の 鋳
造技法に 関して も, 長文になるにともな っ て,
陽方格線とい う工夫が加わ っ たもの の , 特別
に 斬新で画期的な技法が登場 した と は思えな
い ｡ この ことは, 今回調査した これらの金文
に 共通 した痕跡がある こ とや , 前回調査の 段
差矩形が西周中後期の もの に も同様に発生 し
て い る ことな どから窺い知る ことが で きる ｡
長文の 大きな埋け込み型 の場合で も, 比較的
わずか な段差で鋳出されて い るこ とか ら, 西
周後期の埋 け込み技術は大型化に も充分対応
で きるま で に 工夫進歩は して い るが, 小売鼎
の金文周辺 の大きな鋳バ リが示すように , 全
て を克服 した段階に まで は到達して い ない ｡
い ずれに して も商, 西周の 金文が埋 け込み法
に よ る鋳造 で ある こ とは明白で ある｡ 前記 の
5項目に関して , 特に全 て の項目に あて はま
る小蒐鼎に つ い て , まず考察を進め る ｡
4 - 1 小克鼎の埋け込み型製作法
中子の 曲面を埋け込み型に 正確に再現する
方法として 次の様な手順が考えられる ｡
①乾燥した中子表面に 離型剤を塗 る (雲母の
粉な どを塗 るか脂肪 ･ 油分などを塗 っ たり
浸み込ませ る)｡
②そ こ に鋳物砂 ( 砂, 粘土 , 水を練り合わせ
た もの) を2 - 3c m厚さ に押しつ ける ｡
③水分を取り生乾き状態 で剥 し, 完全 に乾燥
させ る ｡
④剥ぎ取 っ た凹面部分に 離型剤を塗 る ｡
⑤そ こに鋳物砂 を押しつ け同様に剥 ぎ取り乾
燥させ る ｡
こ うして , 中子曲面の 再現 は単純な二度の
型抜き作業で 可能で ある ｡ 途中の乾燥に よる
収縮で全く同 一 の 曲面に はな らな いが , おお
むね の 曲面は得られる ｡ こ の 5 工程の中に文
字反転凸形製作工程 を加え る ならば, ④と⑤
の 問に次の様な 工程④が入る ｡
④'凹面 に常温で 固ま る脂肪分 ( 動物の 脂肪
など) を1 - 2%の厚さ に塗 る ｡
④先の尖 っ た へ ラなどで そ こ に1.5 - 2.5%程
度の 深さの 文字を彫 る｡
⑤
'
一 層目 は細かい 鋳物砂を水分量 を多く し
た状態 で塗り つ け脂肪上の 文字が崩れ ない
ように す る｡ 一 層目が生乾きで 固くな っ た
後, 粘土汁で接着しながら荒い鋳物砂で数
セ ンチ の厚さに する ｡ 炭火などの 熟で脂肪
を液化させ型を分離する ｡
こうい っ た方法を用 いれば前記 4 . 考察
の(1)-(3)の項目に 関して は解決 で き る ｡しか
し(4)･(5)の項目に 関 し て , ④
'
で脂肪分 を厚
亡卜国古代青銅器 の鋳造技法
めに塗る行為により中子表面の刷毛目跡, 合
印線, 陽方格線が無くなり, 結果として これ
らを鋳出すこ とは無理で , 単純に④
'
④⑤ ' の
方法だけで は物理的に不可能で ある ｡
陽方格線は, その 形状か ら明 らか に 砂を粘
土 で粘結した もの の 表面に - ラ状の 工具で ,
定規を当て なが ら引き描い たその 特徴を持 っ
て い る｡ これは凸線の麓にある砂崩れの形状
にその 証拠がある ｡ 引き描く時の 表面の水分
量を調節して作業を行 っ て い るが, 線が交差
すると ころで多くが砂崩れ現象を起 こ して い
る ｡ こ の部分の砂崩れは, 可塑性の無 い砂を
粘土 で粘結させ た もの に - ラとい う方法で は
完全 に防止 で きない ｡ したが っ て , 一 本の 直
線に交差する直線を引き加 える場合, 意図的
に交差直前 に へ らを浅
く し, 交差直後に へ ラ
を再び深く入れる方法
に より, こ の部分で の
砂崩れを極力減らす工
夫をしてい る｡
小克鼎の 陽方格線は,
中子表面に 油分な ど塗
らない で (もし脂肪分
を厚塗り した もの の 表
面であればも っ とシャ ー
プ で 砂崩れの ない 線に
な る), なる べ く砂崩
れを起 こさない水分量
に 調整 した上 で , へ ラ
先に水をっ けながら横
線を先に引き, 次に縦
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う埋け込み型完成段階まで 工程が進ん で しま
えば文字凸形が障害とな っ て , 小克鼎に鋳出
さ れた陽方格線も金文も同様に 跳び越え た刷
毛目跡など不可能で ある｡ すなわち, 中子に
陰方格線が描かれた時点で存在する刷毛目が,
最終的に そ のまま鋳造される方法で あると結
論づける ことが で きる｡ なお, 陰方格線を描
く前にす で に存在した刷毛目か, 陰方格線後
に凹線を跳 び越えて掃い た刷毛目か, いずれ
も物理的に可能で あるが, 方格線の麓の 砂崩
れの , あるい は陽方精練頂上の 形状に , 刷毛
で掃い たような痕跡が見あた らない ことなど
から, 前者(D可能性が高い と考え られる｡
こ の小克鼎の 方格線の横線を中子の 状態で
見ると図11の通りで ある ｡ すなわち, 凹溝部
線が交差部で浅くなる様に引き加え る方法 で
なされた もの で あろう｡
刷毛目跡の問題で あるが, これは中子 に陰
方格線を描い た段階で は, 刷毛 で方格線を飛
び越え る連続する刷毛目跡を残す こ とば可能
であるが, これから型 を取り凹曲面上に 陽方
格線が現われる次の段階で は不可能で ある｡
更 に次の 段階の 文字反転凸形 , 陰方格線と い
が抜け勾配 で はなく, 鋳物砂をおしつ けて 一
気に抜くと, 上部か下部の 凸線が必ず凹溝の
中に ちぎれ て残 っ て来る｡ 鋳物砂で はなく脂
肪などを用 い た場合で も同様だが, この場合,
中子に水分を含ませ ればゆるくな っ て凸線を
崩さない で抜き取る事がで きる ｡
これまで の 諸問題 を全 て解決する方法と し
て , 図1 2 の工程を示す ｡ 現在考え られ る `√可
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図12 例として蝋を中間的に用 い た埋 け込み型製作工程
ヲ華≡ ＼
込脂
手 書 →
子
る
＼ J
(1)
p…ー
(2) 剥し取 っ た(a)型を
完全に 乾燥させ, (1)
と同様に脂肪を浸み
込ませ , 鋳型砂を押
し つ ける｡ 生乾きの
状態 で剥し取り, 中
子と同曲面の(b)型を
取る
(1) 削り中子法に よ っ て 完成し
た中子の , 金文を施す面 に,
離型剤として 脂肪などそ浸み
込ませ る ｡ そ こ へ 鋳型砂 を押
し つ け, (a)の型を作る ｡ 乾燥
後. 中子から(a)を剥し取 る｡
(3) 生乾きの(b)型表面に ,
へ ラ先 に水を つ け, 水分
量を調整 し, 砂崩れをお
こ さな い ように, 凹線で
方格線を描き(b)
'を作る ｡
凸の 方格線
(7)
(6) 蟻に おき替え られ
た凸方格線の マ ス目
の 中に , 先 の尖 っ た
工具 で凹 の文字を彫
り込んで いく ｡
(7) 文字彫り後 , 細か い
鋳型砂を葦で塗りつ け,
更 に荒 い鋳型砂を押し
つ け, 埋け込み型 とな
る(c)型を作る｡
(5) 水の 中に つ け込
み(b)' の砂を溶か し
落す ｡
(5)
(8) 炭火な どで , ゆ っ く
りと塊を溶か し, 同時
に(C)型を乾燥させ, 哩
け込み型を完成させ る｡
(8)
中国苗代青銅器の鋳造技法
塑性の高い物質" として , 動物油脂で ある牛
脂, グリ ー ス , 豚脂(ラ ー ド), 字LB旨(バ タ ー )
, 鯨油など, 天然植物噛であるカ ー ナ バ 噛,
カ ン デリ ラ蝋, 木城など, 天然動物蛸で ある
蜜蝋, こん虫蝋など, 樹脂で ある松脂, 杉脂
などがあげられる ｡ これらを様々 な比 で調合
(煮合わせ) すれば多様多種な特性が得られ
るが, 商, 周代に 入手が可能か どうかを考え
れば, ブ ラ ジ ル , 北米あるい はメ キ シ コ , 南
部テ キ サ ス を分布地とするカ ー ナ バ 噛, カ ン
デリ ラ塊は疑わ しい ｡ 現在, Japa n W a x と
呼ばれる木蝋は中国, 西日本を, C hin es eW
a xと呼ばれ るこ ん虫塊は中国を分布地 と し
て い るが, 1一) 3000年前も同じ分布とは言え な
い に して も, 当時入手の可能性は高い と言え
る ｡ 人類の ハ チ ミ ツ採集は野生の もの を考え
れば旧石器時代か ら始まり, エ ジプ トで はす
で に B
.
C
.
4000年に種々 の蝋を見出し, ミ イ
ラの 保護の ため に ミ ツ バ チ の巣か ら採れる蜜
蝋を使用 した15)｡現在で は全世界に 分布した
養蜂産業で はあるが, 当時の商 ･ 周で 大量の
蜜蝋を入手で きたか否か は別として , 野生の
巣か ら小量の 蝋を手に する ことは可能で あ っ
た と思 える ｡
"
可塑性の 高い 物質" が 油脂か
蝋か樹脂の いずれで あ っ たと し て も, ｢常温
で固体｣｢水に溶けない｣ ｢比較的低温で液化
する｣ もの で あれば図12に示 した方法は物理
的に 可能である ｡ 可塑性の高い この 物質の詮
索は別問題として , これの代用として図12の
実験を蝋 (蜜蝋, 松脂, パ ラ フ ィ ン ワ ッ ク ス
を煮合わせ たもの) を用い て行 っ た ｡ その 結
果は以下の通りで あ っ た ｡
川 図12の①
'
の水分量 が少ない場合は, 読
し込ん だ蝋が①' に浸み込み蝋と①
'
が完全
に分離しな い ｡
(ロ) ①' の水分量を多く した場合, 分離 はき
れい に行なわれるが, 温度の 高い蝋を流し
込むと水気をきらい蝋の表面が荒らされる｡
すなわち①'の 水分量 と, 脂肪あ る い は蝋
を液化し流 し込む時あるい は筆などで塗り付
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ける時の 温度を的確に コ ン ト ロ ー ルすれば,
図12 の方法で 小克鼎の 陽方格線は充分可能で
ある ｡ ま た, 可塑性の 高い物質に 陽方格線を
置き替えれば, これに文字を彫り込んで も,
4
. 考察(5)の 文字との 交差部に トラ ブル は発
生せ ず, 自由自在に 文字を施す ことができる｡
4 - 2 その他の金文理 け込み型製作法
小さ な埋け込み型 の 場合 , 4 -1 の④ '④
⑤
'
で示 した方法で充分可能で ある ｡ ④
'
で 凹
曲面に 1 - 2:%の脂肪等を塗りつ けると, そ
の厚味分中子の曲面よりもア ー ル の 小さな埋
け込み型に 仕上がり, それを中子に 埋け込め
ば鋳造結果として必ず段差が発生 し, 段差矩
形 は器内面より凹に な る｡ ちなみ に , 昨年の
調査で の 凹は22%で あ っ た ｡
鼎父己尊と眼文尊に 残 る ｢中心凸線｣ と
｢横刷毛目跡_｣ に 関して は上記 の ④
'
④⑤
'
の
方法 で は鋳造不可能で ある｡ や はり, 小売鼎
で示 した図1:Zの方法か , もしくは, それぞれ
の埋け込み面が5.2×3.5c m, 6.0×6.Oc mと小
売鼎に 比 べ 小さい事から, 中間に水溶させる
型を別に作 らない で , 充分湿 らせ た中子に 直
揺, 蝋質の もの を筆で塗り重ね , ある程度の
厚味をっ けた後に - ラを中子に差 し込ん で剥
す方法も考えられる ｡ 中子が湿 っ て い る為簡
単に剥れ, その まま水の 中で洗えば中子砂と
蝋は分離する ｡ こ の直接的な方法であれば中
心凸線も刷毛目跡も, より鮮明に鋳出せ るで
あろう｡ あるい は小蒐鼎の場合で も, 中子水
分量の調整, 型扱い等に熟達すれば こうい っ
た直接的な方法で抜き取 っ て も, 陽方格線を
崩さない で , 中子表面の蝋凸線が ひ っ かか る
砂の部分だ けを壊すとい うこ とも可能であろ
う ｡
4 - 3 離製剤脂肪分の他鋳型使用の可能性
前述 の 4 I1の① -(9の 工程はt ある意味
で は陶製 (あるい は土製) の原型か ら分割鋳
型を抜き取る場合に 置き替え ることがで きる｡
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すなわち, 焼成したか否か は別と して水気の
無い粘土原型に ラ ー ドなどを浸み込ませ, 全
体に鋳物砂を厚さ1 - 2c m程度, 押しつ ける
様に貼り つ け, それが少し硬くな っ た生乾き
の状態の 時に , 刃の 薄い 工具で原型に向 っ て
切り込ん で鋳型を2個以上に分割し更 に乾燥
した段階で原型か ら剥 し取る ｡16) こ の よう に
推測すると, 小刀の ようなもの の鋳造 は木材
を削り出して原型と し ラ ー ドなどを浸み込ま
せ れば何度で も同じもの が鋳造で きる｡ もち
ろん砂岩板などに直接彫り込んで鋳型 を作る
方法も考え られるが , 分割鋳型 による初期の
単純な鋳造は こんな方法で あ っ た の で はない
かと想像す る ｡ 分割後は金属の 流れ込む溝
( 湯道)を掘り, 再び型を合わせ , そ の 合わ
せ目を粘土液と鋳物砂 で塞 ぎ, 完全に乾燥さ
せ約900℃程度で数分間焼成 ( 粘土 中の 結晶
水除去を目的とする) の 後, 注湯す る｡ 申子
の必要なもの は, 鋳型を剥 し取 っ た後に鋳造
の肉厚分だけ粘土原型を削り, それを中子に
転用する｡ こ の ように初期に ラ ー ドの ような
もの を離型剤に用い た の であれば, 鋳造品の
大型複雑化が進む中で , ラ ー ドの厚塗りに変
化し, その上に へ ラで紋様を線描きするとい っ
た 一 連の行為が自然発生的に起 っ て も不思議
で はない ｡ むしろ, こうい っ た技法の 確立 の
後に , 金文理 け込み型の製作に も ｢常温 で固
体 ･ 水に溶けない ･ 比較的低温 で液化す る｣
とい っ た条件を満たす可塑性の 高い もの が利
用されたと考える方が正 しい であろう｡
嚢鳳文宙 ( 白鶴美術館収蔵) の 襲鳳文の鳥
の 眼に あた る部分の 断面は図13の 通りで , 他
の 青銅器 で もこ の限 の部分 は同様形 である ｡
これもラ ー ドの 厚塗りから発展した方法で な
されたもの で あれば説明づ ける ことは出来る
が, それ以外の , 原型か ら分割鋳型で抜く方
法とか鋳型 の内側から掘り出す方法で は説明
できない ｡ い ずれに して も紋様技法に 関して
は今後の調査結果を基に改めて考察を進める｡
また, 発掘鋳型 の中で鋳造未使用の もの の ガ
ス ク ロ マ ト グラ フ測定の試み は, 今後こうい っ
た推論を実証する上 で重要な科学的資料の 提
供となるで あろう｡
図13 襲鳳文の 眼の 断面図
直径3.- 4%の 半球状の 眼の中心に丸い
凹みが 1個あり, 半球の つ け根部分に 一
周, 凹の 溝が施されて い る｡ 中心の 凹み
と, まわりの溝の奥は鋳肌のままで研磨
されたり, 聖(たがね)で打 っ た ような痕
跡は無い ｡
5 . まとめ
現在, 中国に おける蟻模法 (蝋型鋳造法)
は春秋時代の 後期ない し戦国時代の初頭頃よ
り始ま っ たと言われ て い るが , 今回の 7点の
青銅器の調査で発見した , これらの 金文に 痕
跡する諸現像を総合的に 考察した結果, 次の
事が判明した ｡ その 物質はただちに は断定で
きな い もの の , ｢常温で 固体 ･ 水に溶けない ･
低温 で液化｣ とい う条件を満たす ｢ 可塑性の
高い｣ もの を中間的に用 い た方法で , 金文理
け込 み型を製作 した可能性が高い ｡
6
. 今後の 課題 と展望
今回の 7点の 中で も鋳肌の金文面は4点で
ある｡ 10箇所近 い数の金文の 中で , 鋳造直
後の痕跡を生々 しく残すもの はわずかに この
4箇所だけで ある｡ 今後, 陽方格線の残るも
の
, 圏足内に金文を持っ もの をより多く調査
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し, その 痕跡を継続的に考察す る必要を感じ
て い る ｡
更に , こう い っ た調査 ･ 考察とい う方法だ
けで は限界があり, 今後, 未使用鋳型 の ガス
ク ロ マ トグラ フ測定, 使用鋳型の Ⅹ線分析,
青銅器の Ⅹ線写真撮影などの科学的調査と,
これま で の考察に基づ い た鋳造再現実験を可
能な限り取り入れる予定 である ｡ また, こう
い っ た我々 の調査資料に対する, 識見ある鋳
金家あるい は歴史研究者の 方々 の , より多く
の ご教示を得られれば, これま で謎であ っ た
中国古代鋳造技法詳細の解明に むけ, 更 に前
進 で きるもの と確信して い る ｡
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